阿蘇市共同募金委員会共同募金助成実施要領

(目　的)　	
第 １ 条　この要領は、共同募金の財源をもとに誰もが安心して暮らせる福祉の街づくり推進を目的に活動するボランティア団体、福祉団体、小・中・高等学校、社会福祉協議会等 （以下「団体等」とする） を応援するため、阿蘇市共同募金委員会 (以下「本会｣とする) が行う共同募金助成のための手続きについて定めるものとする。
	
(助成対象団体等)	
第 ２ 条  助成の対象となる団体等は、阿蘇市内に活動の拠点を置き共同募金運動の趣旨に賛同し積極的に地域貢献や福祉推進のために活動する団体等とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なお、事業は申請を行った翌年の３月３１日までに完了することとする。
	
(助成の対象とならない事業)	
第 ３ 条  次の事業は助成の対象としない。
（１）団体等構成員の互助共済とみなされるもの。
（２）営利目的及び政治や宗教の運営のための手段として行なわれるもの。
（３）経理状況が極めて不良と認められるもの。
（４）地域福祉活動に含まれない事業
（５）その他本会が不適当と認める事業
	
(助成の対象とならない経費)	
第 ４ 条  次の経費は助成の対象としない。
（１）組織運営のための経費
（２）人件費・食料費・旅費等
	   ただし、団体等の活動水準を高めるための会議や研修会、地域の環境を整備
するための作業等に係る必要最小限度の経費は除く
（３）領収書をとることができない経費
（４）その他本会が不適当と認める経費
（５）上記であっても本会に協議があり認められた経費は除く
	
(助成金申請)	
第 ５ 条  助成を受けようとする団体等は、「助成金申請書」（第１号様式）を定められた期限内に本会あてに提出すること。
	

(審査及び助成決定)	
第 ６ 条  本会は、提出された助成金申請書の内容を審査委員会が審査基準に基づいて助成額を決定し「助成金決定通知書」（第２号様式）により申請のあった団体等 （以下「助成団体等」とする） へ通知する。
	
(交付請求)	
第 ７ 条  前項の通知を受けた助成団体等が助成金を受けようとする際には、「助成金交付請求書」（第３号様式）を本会あてに提出すること。
	
(助成金の交付)	
第 ８ 条  本会は、助成金請求書を受理した場合、その内容が適正であることを確認した上で助成団体等から指定された金融口座へ速やかに入金する。
	
(助成金の変更申請)	
第 ９ 条  助成を受けようとする団体等は、「助成金決定通知書」を受領後に助成額の減額が必要となった場合は、「助成金変更申請書」（第１号様式の２）を速やかに本会あてに提出すること。
	
(審査及び助成決定)	
第１０条  本会は、助成金変更申請書を受領受理した場合、その内容が適正であることを確認した上で「助成金変更決定通知書」（第２号様式の２）により変更申請のあった助成団体等へ通知する。
	
(事業完了報告)	
第１１条  助成団体等は、事業完了後は速やかに 「事業完了報告書」（第４号様式）にありがとうメッセージ・領収書（写）・活動写真を添付のうえ本会へ提出すること。

ただし、監査報告を伴う決算報告書等により事業の収支内容が確認できる団体
等については、 決算報告書等を提出すれば領収書の提出を省略できるものとする。
　     　
 ２  本会は必要があると認めた場合は、助成団体等に対して調査を行うことができる。
	
(その他)	
第１２条  この要領に定めるもののほか事業の実施に関し必要な事項は会長が別に定める。

(付則)	
　                       この要領は、平成２９年４月１日から施行する。
　                     　この要領改正は、平成３０年１０月１日から施行する。	
